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1.プラ太郎・プラ子との出会い

人「いただきまーす」

人「あれ？お魚のお腹の中に

なにかいるよ♪」

プ「あっ、

見つかっちゃった！」

（プラ太郎、プラ子）



2.プラ太郎とプラ子の自己紹介

プ「ぼくの名前はプラ太郎♪

ぼくが生まれた時は、

洗剤が入った立派なボトルだっ
たんだ」

子「私の名前はプラ子♪

私が生まれた時は、ピンク色の
洗濯ばさみだったのよ



3.循環するプラスチック資源

• 僕たちのママは、大きな再資源
化施設。いつでも僕たちの帰り
を待っている。

• 人間が僕たちを必要としなく
なったら、ママのところへ戻し
てくれるんだ。

• ママのところへ戻ると、僕たち
は溶かされて、別の物に生まれ
変わるんだ。

• 小さい欠片になったり、他のも
のが混ざったりしたら、燃やさ
れて、温水プールの水を温めた
りするんだ。



4.プラ太郎の冒険（風のいたずら）

•でも、

今回は、風に吹かれて回収ボッ
クスから落ちてしまって、ママ
の所へ戻れなくなってしまった
んだ。

•そうして、僕たちの冒険の旅
が始まった。



5.プラ太郎の冒険（川を下る）

•風に飛ばされてから、

川に落ちて、

•川を下り



6.プラ太郎の冒険（海を漂う）

•海に出た。

•海を漂い。

•沢山の生き物と出会った。



7.プラ太郎の冒険（ミッドウエー）

•やがて、遠くの島に着いた。

プ「あっ、モンクシールくん」

寝ているところにぶつかっちゃっ
た！ごめん、ごめん」

モ「君は、だあれ？」

プ「ぼくの名前はプラ太郎。」

モ「君は、どこから来たの？」

プ「日本から流されてきたんだ」



8.プラ太郎の冒険（大波にさらわれる）

「あっ、大きな波だ！」

ざっぶーん



9.プラ子の冒険（カラスにさらわれる）

子「私はプラ子。洗濯物が、風
で飛ばないように、押さえてお
く役目をしていたの。

でも、カラスさんに捕まって、
巣に帰る途中で、落とされてし
まったの。

そこからは、プラ太郎と一緒。

川を流れ、海に出たわ。」



10.プラ子の冒険（コアホウドリ）

子「あら、コアホウドリさん、
こんにちは！

あーれー！

どこにつれていくの？」



11.プラ子の旅（エサじゃないよ）

子「あ！コアホウドリのひな
だ！かわいい～」

子「えっ!! 待って！

私は餌じゃないよ、

食べれないよ～」



12.プラ子の旅（波にさらわれる）

「あっ、大きな波だ！」

ざっぶーん



13.太陽で劣化、破片になる

ナ「それから、長い間、海を漂
い。たくさんの太陽を浴びて、

ボロボロになった

プラ太郎とプラ子

2人は、元の姿が分からない
小さいプラスチックの破片に
なってしまいました。」



14.魚に飲み込まれる

プ「あ、魚だ！」

子「わあ～飲み込まれた！」

プ「こうして、僕たちはお腹の
中で再会したのさ。」



15.食事後の交渉

プ「ねえ、君、お願いがあるん
だけど。

できれば、僕たちをまた、ママ
のところへ帰してくれないか
な。」

人「うん、分かった。」



16.その他プラの袋に入れられて

プ「こうして、ぼくたちは、ま
た、みんなの役に立てるように
ママのところへ帰してもらっ
た。」

マ「プラ太郎、プラ子、おかえ
り～」

ナ「おしまい。」


